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Kを S3内の結び目とし、Kの S2上の正則表示π(K)を考える。正則表示π(K)

が I-既約 (resp. II-既約) であるとは、π(K)の交点数がライデマイスター移動 I

(resp. ライデマイスター移動 II)で減らせないときをいう。正則表示 π(K)が素
であるとは、少なくとも 1つの交点を含み、交点以外の 2点で交わる任意のルー
プ lに対して、S2内のディスクDが存在し、D ∩ π(K)が 1本のアークから成る
ときをいう。
次のメナスコの方法に従ってKを置く（ [1]）。π(K)の各交点 ciに対して、上

交点と下交点の間に小さい 3次元球体 Bi（バブル）を挿入し、N(ci; K)の上弧
を ∂Biの上半球面 ∂+Bi上に、下弧を ∂Biの下半球面 ∂−Bi上にイソトープする。
S2から各赤道上のディスクBi ∩ S2を上半球面 ∂+Bi（resp. 下半球面 ∂−Bi）に
置き換えて得られる 2次元球面を S2

+ (resp. S2
−) とする。P = S2

+ ∩ S2
−とおく。

P − π(K)の各成分を領域と呼ぶ。Bを全てのバブルの和とし、Rを全ての領域
の和とする。

lを S2
+ − K (resp. S2

− − K) に埋め込まれたループとする。各領域Rjに対し
て、l ∩ Rjの各成分は ∂B ∩ Rjの異なるアーク成分を繋ぐアークであり、かつ、
各バブル Biに対して、l∩ ∂Biの各成分は異なる領域を繋ぐアークであるとき、l

を +-メナスコループ (resp. −-メナスコループ) と呼ぶ。
2つの交点 ciと cjが隣接であるとは、2つのバブル Biと Bjを繋ぐ K ∩ P の

アーク γが存在するときをいい、+-隣接 (resp. −-隣接)であるとは、γが 2つの
上弧K ∩ ∂+BiとK ∩ ∂+Bj (resp. 2つの下弧 K ∩ ∂−Bi and K ∩ ∂−Bj)を繋ぐ
ときをいう。

定理（ [2]）．自明な結び目の任意の I-既約、II-既約、素な正則表示には、2n個の
交点 c1, c2, . . . , c2nを通る±-メナスコループで、n ≥ 2かつ i = 1, . . . , n − 1につ
いて c2i−1 は c2iに ±-隣接であるものが存在する。
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例．この自明な結び目の正則表示は落合豊行氏によるものである。任意の r ≥ 0

に対して、r-ウェーブを持たない正則表示となっている。変形の各段階で、定理
の条件を満たす±-メナスコループが存在するか、又は I-既約でないか、II-既約
でない。前者の場合は、もし ±-メナスコループが 3つの連続する隣接した交点を
通るならば、正則表示は簡略化される。後者の場合は、ライデマイスター移動 I

又は IIにより交点を減らすことができる。
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図 1: 落合の自明な結び目の “非自明な”正則表示


